
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度
 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
2. 総務費 2. 住民情報システム再構築事業

1. 総務管理費

17.情報システム費 情報システム課

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

臨時 単独 153,800 240,013 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

393,813 393,813

　現行システムは22年以上経過する古い設計のシステム 現存する業務課題、システム課題を解決し、市民サービ 　業務の標準化と業務効率の向上、業務（システム）の

で、長期に及ぶ法制度改正により、複雑で改修正が困難なシステムとな スの向上と、より一層の事務の効率化・迅速化を図るため、住民情報シ 信頼性・継続性の向上、総コスト（ＴＣＯ）の削減、全体最適化が図れ

り、改修正費も高額となっています。 ステムの再構築を図ります。 ます。

　今後の住民基本台帳法改正の施行や国民健康保険制度改正などの大規 　今後、法制度改正や市民ニーズへ柔軟に対応できます。

模改修正、３市共同利用の終了に合わせて、総コストを低減し、事務改

善効果が高く、全体の最適化を図れる新しいシステムを再構築します。

システム選定から構築までの必要な期間と人材を

十分に確保する。

13 393,813 153,800 240,013

差引一般財源 393,813 153,800 240,013


